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「生徒さんが生き生きしていますね」とは学校を訪れる方々が

よく口にされる言葉です。「校舎が明るく自由な雰囲気ですね」

とも言われます。形としては捉えにくくても、各学校はそれぞれ

特有の雰囲気を持っています。それを言葉で伝えることは難しい

ことですが、今回はあえて「校則」関連の話題に触れることで、

千里国際学園の雰囲気の一端を紹介します。

多くの学校は、「生徒たちの自由」を恐れます。自由を与えら

れた子供たちは羽目をはずして暴走するという危惧からです。そ

れに対処するため多くの学校は細かい規則で生徒たちの行動を縛

り、その暴走を食い止めようとします。日々の現実に対処するに

はしかたがない事かもしれません。しかし、いかに細かく規制し

てもうまく行かないのも現実です。千里国際学園には、細かな規

則はありません。どの学校にもある生徒指導部と呼ばれる部署も

ありません。

そんな事でやっていけるのか。生徒たちが好き勝手なことを

して学校は荒れてしまうのではないかと心配されるかもしれませ

ん。しかし、学校を訪れる人たちからは、「校内で迷っていたら

生徒さんが親切に案内してくれました」とか「明るく笑顔で挨拶

をしてくれました」ということを言われます。質の高い生徒たち

が大半を占める上に少人数で目が届くとは言え、本校は理想郷で

はありません。多感な子供たちは問題を抱え、何がしかの問題は

起こりますし、その対応も迫られます。ただ、対応方法が多くの

日本の学校とは違います。その核をなすのが「５Respects」と「カ

ウンセリング」です。

千里国際学園は、1991年に帰国生徒受け入れ専門校として設

立され、同じキャンパスに大阪インターナショナル（以下 OIS）

も併設されました。設立準備段階で文字通り世界各国から集まっ

た教師集団がこの二つの学校の将来設計を話し合いました。現在

もそうですが、英語を共通言語とし、必要に応じて日本語の通訳

が入る会議やワークショップが活発に行われたのです。

多岐にわたる議題のひとつが「校則」でした。本校だけでも

アメリカをはじめ多くの国々から帰国生を迎え入れます。生徒に

よっては帰国ではなく、日本という外国に行
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という感覚の生徒

もいます。一方で、共に活動する OISは外国人の子弟をあずかり

英語で教育を行うＩＢ（International Baccalaureate）校です。ふた

つの学校の生徒たちは日常的に交じり合うため、その行動への指

針も同じものが求められました。このような環境では、「スカー

トの長さや髪の色」といったレベルの話は通用しません。世界各

国から集まる子供たち、その国の文化や習慣を身につけ、帰国し

てもそれらをアイデンティティの一部として持つ生徒たちとどう

向き合うか。そのためのガイドラインが必要でした。

話し合いが進む中で、枝葉末節が削ぎ落とされ、日本はもちろ

ん、どの国の文化習慣にも通用する生徒のための行動規範のエッ

センスがあぶりだされました。それが「５Respects」です。「自分

を大切に」「他の人を大切に」「学習を大切に」「環境を大切に」「リー

ダーシップを大切に」という５つの大切です。もっとも、初めて

これらを聞いても感心する人は稀でしょう。飾っておくにはあま

りにも平凡な言葉だからです。しかし、額から取り出して、さま

ざまな状況の中で生徒に浸透させていくうちに、その奥の深さに

驚かされます。

校長が「５Respects」という名前の授業を受け持っています。生

徒たちは折に触れて自分の行動が「５Respects」に照らして正しい

かどうかを問われます。例として適切かどうかわかりませんが、

携帯電話は学校に持ってきてよいかどうか。本校では、「学校で

は必要ない」という意見から、「テクノロジーの適切な使い方を
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